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ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
組
織
化
で
公
正
な
未
来
を
／

O
rganizing for a Just Future

」

　

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
で
初
と
な
る
第
4

回
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ

ニ
オ
ン
世
界
大
会
が
、
2
0
2
5
年
11
月

4
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
シ
ド
ニ
ー
の
国
際
会
議
場
I
C
C
シ

ド
ニ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
前
回
大

会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
に
よ
り
全
面
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開

催
と
な
っ
た
が
、
世
界
各
国
を
繋
い
だ
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
で
は
時
間
の
制
約
も
あ
り
、

議
論
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

た
め
、
2
0
2
3
年
6
月
に
南
ア
フ
リ
カ
・

ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
で
中
間
政
策
会
議
を
開
催

し
、
政
治
的
な
議
論
の
補
強
を
行
い
、
第

4
回
世
界
大
会
で
採
択
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
・

プ
ラ
ン
に
関
す
る
議
論
を
実
質
的
に
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

　

今
大
会
は
対
面
形
式
で
の
開
催
が
実
現

し
、
世
界
約
1
0
0
カ
国
か
ら
2
3
5
の

加
盟
組
織
、
1
0
0
0
名
を
超
え
る
参
加

者
が
集
結
し
た
。

　

現
在
、
世
界
各
地
で
紛
争
が
頻
発
し
て

お
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
の

泥
沼
化
、世
界
的
な
イ
ン
フ
レ
、格
差
拡
大
、

Ａ
Ｉ
の
進
展
に
よ
る
雇
用
へ
の
影
響
、
政

治
の
右
傾
化
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
政
権
下

の
関
税
引
き
上
げ
問
題
、
ま
た
多
く
の
国

で
民
主
主
義
・
基
本
的
人
権
が
失
わ
れ
て

い
る
等
、
労
働
組
合
に
と
っ
て
か
つ
て
な
い

厳
し
い
状
況
の
中
で
世
界
大
会
は
開
催
さ

れ
た
。
大
会
は
労
働
者
の
諸
権
利
を
守
る

た
め
我
々
が
と
る
べ
き
行
動
に
つ
い
て
議

論
し
、
連
帯
の
必
要
性
を
再
確
認
し
た
。
大

会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「O

rganizing for a 
Just Future

（
組
織
化
で
公
正
な
未
来
を
）」

で
あ
り
、
労
働
者
の
権
利
と
尊
厳
を
守
る

た
め
に
、
よ
り
広
範
で
強
固
な
組
織
化
を

推
進
し
、
国
際
的
な
連
帯
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
顔
を
合
わ
せ
て
議

論
す
る
機
会
は
、
各
国
の
労
働
運
動
に
と

っ
て
極
め
て
意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。

　

シ
ド
ニ
ー
で
は
世
界
大
会
前
後
に
左
記

諸
会
議
等
も
開
催
さ
れ
た
。（
表
１
）

青
年
大
会
／
女
性
大
会

■
青
年
大
会

　

青
年
大
会
で
は
、
約
60
名
の
青
年
代
議

員
参
加
の
も
と
、
青
年
の
組
織
化
と
活
動

強
化
に
向
け
た
各
国
の
経
験
や
課
題
を
共

有
。
世
界
の
若
年
層
の
約
2
割
が
教
育
・

就
労
・
訓
練
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
厳
し

い
実
態
が
示
さ
れ
、
青
年
を
「
勧
誘
」「
組

織
化
」「
動
員
」
へ
ど
う
関
与
さ
せ
る
か
が

議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
。
S
N
S
を
活
用

し
た
青
年
自
身
に
よ
る
動
員
の
成
功
例
も

報
告
さ
れ
、
責
任
あ
る
役
割
付
与
の
重
要

性
が
示
さ
れ
た
。
J
C
M
か
ら
は
、
3
名
の

青
年
代
表
が
参
加
し
、
国
内
で
の
青
年
の

組
合
活
動
へ
の
参
画
低
迷
に
対
す
る
課
題

意
識
と
、
国
際
労
働
研
修
な
ど
を
通
じ
た

連
帯
構
築
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。
青

年
参
画
比
率
30
％
な
ど
の
数
値
目
標
は
第

一
歩
に
す
ぎ
ず
、
各
組
織
の
実
情
に
即
し

た
着
実
な
実
施
体
制
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
と
の
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
た
。「
青
年

は
未
来
で
は
な
く
現
在
」
と
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
も
と
、
世
界
大
会
で
の
発
信
へ
と
議

論
が
結
実
し
た
。

特
集
3
ー
1

第
４
回
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
・
グ
ロ
ー
バ
ル
ユ
ニ
オ
ン
世
界
大
会
概
要

11月2日	 青年大会
11月3日	 女性大会
11月4日	 執行委員会／決議委員会／アジア太平洋地域大会
	 JCM代表団結団式
	 大会開会式
	 �インダストリオール日本加盟組織協議会主催
	 日本代表団夕食会
11月5～7日	 世界大会
11月6日	 オーストラリア・ニュージーランド加盟組織主催
	 歓迎夕食会
11月7日	 執行委員会

表1

会長を中心に副会長6名、書記長、書記次長3名が並ぶ大会演壇
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組織化で公正な未来を～第４回インダストリオール・グローバルユニオン世界大会特 集

■
女
性
大
会

世
界
女
性
大
会
に
は
、
世
界
各
地
域
か

ら
約
3
5
0
名
の
女
性
代
議
員
が
参
加
し

た
。
J
C
M
か
ら
は
19
名
の
女
性
が
参
加
。

J
C
M
の
代
表
団
全
体
で
は
女
性
比
率
が

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
規
約
で
定
め
ら
れ

た
40
％
を
大
き
く
超
え
50
％
に
達
し
た
。

ア
ト
レ
書
記
長
は
開
会
に
あ
た
り
「
平
等

な
参
画
な
く
し
て
公
正
な
未
来
な
し
」
と

力
強
く
挨
拶
し
た
。

女
性
大
会
は
二
部
構
成
で
開
催
さ
れ
、

第
一
部
は
9
月
に
2
日
間
に
わ
た
り
Ｗ
ｅ
ｂ

開
催
さ
れ
た
。
第
一
部
で
は
、
こ
の
４
年
間

の
活
動
、
Ｇ
Ｂ
Ｖ
Ｈ
・
女
性
蔑
視
お
よ
び
性

差
別
に
関
す
る
方
針
、
メ
ン
タ
リ
ン
グ
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
参
加
型
ジ
ェ
ン
ダ
ー
監
査
等
を
振

り
返
っ
た
。

シ
ド
ニ
ー
の
女
性
大
会
（
第
二
部
）
で
は

今
後
ど
の
よ
う
に
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

の
活
動
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
主
流
化
し
て
い

く
か
、
女
性
副
会
長
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
を
通
じ
て
議
論
を
深
め
、

数
値
目
標
の
議
論
を
超
え
、
具
体
的
実
施

と
評
価
の
段
階
へ
踏
み
出
す
重
要
な
契
機

と
な
っ
た
。

J
C
M
代
表
団
結
団
式
／
地
域

大
会世

界
大
会
が
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議
場

で
J
C
M
代
表
団
は
11
月
4
日
に
結
団
式

を
開
催
し
た
。
団
員
の
確
認
、
世
界
大
会

の
主
要
議
論
ポ
イ
ン
ト
な
ど
大
会
直
前
の

情
報
を
共
有
し
た
。

ま
た
同
日
開
催
さ
れ
た
ア
ジ
ア
太
平
洋

地
域
大
会
で
は
、
地
域
選
出
の
執
行
委
員
・

代
理
委
員
、
共
同
議
長
、
副
会
長
の
確
認

が
行
わ
れ
た
。
J
C
M
の
金
子
晃
浩
議
長

は
、
執
行
委
員
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
共
同

議
長
・
副
会
長
に
選
出
さ
れ
、
市
川
千
代
電

機
連
合
主
査
は
、
執
行
委
員
代
理
に
選
出

さ
れ
た
。

大
会
開
会
式

ア
ジ
ア
地
域
で
初
の
開
催
と
な
っ
た
世

界
大
会
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
加
盟
組
織
が
ホ
ス
ト
と
な

り
、
開
会
式
・
歓
迎
夕
食
会
な
ど
の
催
し

を
主
催
し
た
。
開
会
式
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
伝
統
的
な
儀
式
で
あ
る
「
ウ
ェ
ル

カ
ム
・
ト
ゥ
ー
・
カ
ン
ト
リ
ー
」
が
行
わ
れ
、

昔
か
ら
大
会
開
催
地
を
所
有
し
て
き
た
部

族
を
称
え
、
過
去
と
現
在
の
長
老
た
ち
に

敬
意
を
表
し
た
あ
と
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
伝
統
的
な
歌
と
踊
り
が
披

露
さ
れ
た
。
ま
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

マ
オ
リ
文
化
も
紹
介
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル

の
マ
リ
ー
・
ニ
ル
ソ
ン
会
長
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
労
働
組
合
協
議
会
の
ミ
シ
ェ
ル
・

オ
ニ
ー
ル
会
長
、
ホ
ス
ト
労
組
を
代
表
し

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ト
ニ
ー
・
マ
ヘ
工

業
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
労
組
会
長
、
ま
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ア
ル
バ
ニ
ー
ジ

ー
首
相
が
歓
迎
挨
拶
を
行
っ
た
。
金
子
晃

浩
J
C
M
議
長
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
を

上：インダストリオール青年大会集合写真
下：女性大会集合写真

今世界大会で会長職を退任したマリー・ニルソン前会長（左）マオリの伝統舞踊（ハカ）
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代
表
す
る
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
副
会
長

と
し
て
登
壇
し
、
挨
拶
を
行
っ
た
。
➡
金
子

議
長
挨
拶
概
要
は
20
ペ
ー
ジ

　

大
会
参
加
者
に
は
、
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

の
炭
鉱
労
働
者
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ク
リ

ス
・
ド
ッ
ド
が
制
作
し
た
「C

onnection

」

と
い
う
作
品
を
描
い
た
シ
ャ
ツ
が
配
ら
れ

た
。
す
べ
て
の
大
会
参
加
者
へ
の
贈
り
物
で

あ
る
「C

onnection
」
は
、
世
代
間
、
地

域
社
会
間
、
文
化
間
の
関
連
を
象
徴
し
て

い
る
。

大
会
運
営
の
特
徴

　

今
大
会
で
は
、
4
日
間
に
わ
た
っ
て
全
体

会
議
が
行
わ
れ
、
議
題
は
15
項
目
に
お
よ

ん
だ
。
議
事
進
行
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー

ル
規
約
お
よ
び
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
オ
ー
ダ

ー
（
議
事
規
則
）に
基
づ
き
厳
格
に
運
営
さ

れ
、
代
議
員
に
よ
る
発
言
機
会
の
平
等
性

や
、
効
率
的
な
議
事
進
行
が
図
ら
れ
た
。

　

加
盟
組
織
の
参
加
代
表
団
の
構
成
に
つ

い
て
は
、
女
性
比
率
40
％
が
規
約
で
義
務

と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
未
達
の
場
合

に
は
発
言
権
が
制
限
さ
れ
る
議
事
規
則
が

新
た
に
適
用
さ
れ
た
。
実
際
に
、
ベ
ル
ギ
ー

や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
一
部
の
代
表
団
は
規

定
を
満
た
せ
ず
、
大
会
で
の
発
言
権
が
停
止

さ
れ
た
。
こ
う
し
た
措
置
は
、
組
織
内
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
徹
底
を
図
る
姿
勢
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
2
0
2
1
年
大
会
か
ら
導
入
さ

れ
た
電
子
投
票
シ
ス
テ
ム
が
今
大
会
で
も
継

続
使
用
さ
れ
、
規
約
改
正
案
へ
の
投
票
・
集

計
の
透
明
性
と
迅
速
化
が
実
現
さ
れ
た
。

議
題
と
し
て
は
、書
記
局
報
告
、財
政
報
告
、

規
約
改
正
案
の
審
議
、
役
員
選
挙
、
ア
ク

シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
採
択
、
決
議
な
ど
が
順

次
審
議
さ
れ
た
。

規
約
改
正

　

今
大
会
で
は
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
の

ガ
バ
ナ
ン
ス
や
民
主
性
の
強
化
、
多
様
性
の

実
現
に
向
け
て
、
複
数
の
重
要
な
規
約
改

正
が
採
択
さ
れ
た
。
女
性
の
参
画
の
徹
底
が

図
ら
れ
、
各
加
盟
組
織
に
対
し
て
、
制
度

的
に
女
性
参
画
を
担
保
す
る
責
任
が
再
確

認
さ
れ
、
組
織
全
体
と
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
推
進
が
強
化
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
青
年
（
35
歳
以
下
）の
参
加
比
率

30
％
と
い
う
努
力
目
標
が
規
約
に
新
た
に

規
定
さ
れ
た
こ
と
も
特
徴
の
１
つ
で
あ
る
。

活
動
に
お
い
て
そ
の
実
現
を
目
指
す
方
針

が
明
文
化
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

青
年
委
員
会
の
設
置
、
青
年
委
員
会
代
表

2
名
（
男
女
１
名
ず
つ
）へ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

執
行
委
員
会
に
お
け
る
発
言
権
付
与
（
投

票
権
は
な
し
）
な
ど
、
若
年
層
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
も
整
備
さ
れ
た
。

　

J
C
M
が
加
盟
費
に
関
し
て
提
案
し
た

新
規
規
約
で
あ
る
通
貨
下
落
時
に
お
け
る

一
時
的
な
加
盟
費
減
額
措
置
（
10
％
以
上

加盟費関連

第８条―加盟費（抜粋）
執行委員会は、加盟組織からの要請および会計監査委員の勧告により、ある暦年にス
イス・フランに対する通貨為替レートが10％を超えて下落した国の加盟組織について、
加盟費を一時的に減額することができる。執行委員会は、この趣旨の具体的なガイド
ラインを策定する。

女性参画関連

第３条－手段（抜粋）　
インダストリオールの世界・部門・地域機関のあらゆるレベルにおける女性の平等な
権利と参画推進に向けた取り組みの一環として、40％の女性参加・参画目標を維持す
る。この目標は、インダストリオール活動のすべての側面でも考慮に入れる。
第13条―大会の任務（抜粋）　
(e) インダストリオール・グローバルユニオンは、会長、副会長、書記長および書記次
長を含むグループとしての選出指導部において、ジェンダー多様性および包括性を促
進することを約束する。選出指導部は、公正かつ包括的なジェンダーバランスを反映
し続け、選出指導部の女性比率40％以上の達成に向けた進展が維持されるようにす
るものとする。

青年参画関連

第３条―手段 （抜粋）
インダストリオール意思決定機関の全レベルおよびすべてのインダストリオールの国
内活動、地域活動およびグローバル活動で労働力の多様性と包摂の拡大を目指す進
行中の活動の一環として、若者参画・参加30％を目標にする。この目標は、予算お
よびプログラムの立案の際にも考慮し、部門別活動、訓練および組合構築活動の主
流に組み入れる。

第11条―大会への参加（抜粋）
すべての加盟組織が、代表団に35歳以下のメンバーを含めるようにすべきである。
代表団の代議員4人に1人は35歳以下であるべきである。

第16条―執行委員会のメンバー（抜粋）
(e) グローバル青年委員会の代表2人（男女各1人）、発言権はあるが投票権はない。

第21条―グローバル青年委員会（新設）
グローバル青年委員会は、インダストリオール・グローバルユニオンの常設委員会で
ある。
グローバル青年委員会は、各地域2人の代表で構成され、その構成にジェンダーバ
ランスを反映させる。グローバル青年委員会への指名は、地域青年機構が行うもの
とする。
グローバル青年委員会は、2人（男女各1人）の共同議長および1人の書記を選出する。
グローバル青年委員会は、2年に1回対面で、および少なくとも年に1回はリモート
で会合を開くものとする。

第4回インダストリオール世界大会　主な規約改正
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の
為
替
変
動
）が
新
た
に
導
入
さ
れ
、
経
済

情
勢
の
急
変
に
対
す
る
柔
軟
な
対
応
が
可

能
と
な
っ
た
。
こ
の
他
、
包
摂
性
の
高
い
運

営
を
志
向
し
た
改
正
が
多
数
承
認
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
規
約
改
正
に
対
し
、
J
C
M

は
、
現
場
の
実
情
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
制

度
運
用
の
必
要
性
を
提
起
し
つ
つ
、
男
女

共
同
参
画
と
若
年
層
の
組
合
運
動
へ
の
参

加
促
進
を
支
持
す
る
立
場
を
表
明
し
た
。

ま
た
、
為
替
変
動
へ
の
対
応
策
に
対
し
て

も
、
加
盟
組
織
の
持
続
可
能
な
運
営
を
支

え
る
観
点
か
ら
意
見
を
述
べ
た
。

　

さ
ら
に
、
規
約
審
議
と
は
別
に
、
書
記

局
報
告
に
対
す
る
討
議
に
お
い
て
も
J

C
M
と
し
て
登
壇
し
、
人
権
デ
ュ
ー
・
デ
ィ

リ
ジ
ェ
ン
ス
（
人
権
D
D
）
の
法
制
化
の
重

要
性
、
お
よ
び
対
企
業
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

際
し
て
の
本
国
組
織
と
の
連
携
強
化
を
訴

え
た
。

役
員
選
挙

　

大
会
で
は
、
今
後
4
年
間
の
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
オ
ー
ル
を
担
う
新
た
な
執
行
体
制
が
選

出
さ
れ
た
。
会
長
に
は
、
ド
イ
ツ
・
I
G

メ
タ
ル
の
ク
リ
ス
テ
ィ
ア
ー
ネ
・
ベ
ナ
ー
氏

が
選
出
さ
れ
、
前
任
の
マ
リ
ー
・
ニ
ル
ソ
ン

会
長
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
I
F
メ
タ
ル
）
に

引
き
続
き
女
性
が
会
長
に
選
出
と
い
う
こ

と
で
注
目
を
集
め
た
。
書
記
長
に
は
、
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ア
ト
レ
・
ホ
イ
エ
氏
が
引
き
続

き
選
出
さ
れ
た
。

　

書
記
次
長
に
は
、
松
﨑
寛
氏
（
日
本
・
J

C
M
）、
ケ
マ
ル
・
ウ
ズ
カ
ン
氏
（
ト
ル
コ
）、

ク
リ
ス
テ
ィ
ン
・
オ
リ
ビ
エ
氏
（
南
ア
）
の

3
名
が
再
選
さ
れ
た
。
地
域
を
代
表
す
る

副
会
長
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
か
ら

代
表
者
が
選
出
さ
れ
、
J
C
M
の
金
子
議

長
が
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
代
表
の
副
会
長

と
し
て
引
き
続
き
任
に
就
い
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
中
南
米
、
北
米
、
欧
州
、
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
、
サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ

の
各
地
域
で
も
、
地
域
的
バ
ラ
ン
ス
と
多
様

性
を
重
視
し
た
副
会
長
陣
が
選
出
さ
れ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
執
行
委
員
会
の
委
員
も
、
性

別
・
地
域
の
多
様
性
を
尊
重
し
た
構
成
と

な
り
、
包
摂
的
な
組
織
運
営
を
志
向
す
る

体
制
が
整
え
ら
れ
た
。

2
0
2
5-

2
0
2
9
年

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
と
決
議
採
択

　

世
界
を
取
り
巻
く
環
境
が
不
安
定
さ
を

増
す
中
、
今
大
会
で
は
、
今
後
4
年
間
の

活
動
の
方
向
性
を
示
す
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン（
2
0
2
5
~
2
0
2
9
年
）が
満
場

一
致
で
採
択
さ
れ
た
。
新
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ

ラ
ン
は
、
①
「
平
等
と
労
働
者
の
権
利
を

求
め
る
闘
い
」、
②
「
労
働
組
合
の
力
の
構

築
」、
③
「
資
本
へ
の
責
任
賦
課
」、
④
「
公

正
な
移
行
を
通
じ
た
未
来
の
形
成
」
の
4

本
柱
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

と
り
わ
け
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
権
利

と
尊
厳
を
守
る
た
め
に
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で

の
組
織
化
の
強
化
、
労
働
者
代
表
の
保
護

と
支
援
体
制
の
構
築
等
が
重
視
さ
れ
た
。

ま
た
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
で
は
、
女

性
40
％
参
画
の
原
則
強
化
に
よ
り
、
国
・
地

域
レ
ベ
ル
で
の
運
用
徹
底
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

　

多
国
籍
企
業
へ
の
対
応
で
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
な
労
働
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
と
連
携

行
動
の
拡
充
が
掲
げ
ら
れ
、
企
業
の
責
任

あ
る
行
動
を
確
保
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が

焦
点
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
公
正
な
移
行
の

実
現
に
向
け
、
労
働
組
合
が
政
策
決
定
過

程
に
参
画
し
、
産
業
転
換
へ
の
戦
略
的
な
介

入
を
行
う
重
要
性
が
共
有
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
規
約
に
基
づ
き
大
会
開
催
4
カ

月
前
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
決
議
案
、
大
会

期
間
中
に
提
出
さ
れ
た
緊
急
決
議
が
審
議

さ
れ
た
結
果
、
後
記
4
決
議
が
採
択
さ
れ
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
帯
と
行
動
の
意
志
が
確
認

さ
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争

の
影
響
は
、
他
の
Ｇ
Ｕ
Ｆ
の
大
会
で
も
混
乱

を
引
き
起
こ
し
て
い
た
が
、
イ
ン
ダ
ス
ト
リ

オ
ー
ル
は
参
加
者
に
対
し
て
、
互
い
に
敬

意
を
持
っ
て
冷
静
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
、

平
和
に
関
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
ま

た
、
関
税
問
題
も
決
議
委
員
会
等
で
議
論

が
白
熱
し
た
が
、
最
終
的
に
調
整
が
図
ら

れ
引
き
続
き
議
論
を
継
続
す
る
こ
と
と
な

り
、
貿
易
に
関
す
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

女
性
委
員
会
提
案
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
関

す
る
決
議
も
採
択
さ
れ
た
。

■
採
択
さ
れ
た
決
議
・
緊
急
決
議
:

①
貿
易
に
関
す
る
決
議

②
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
決
議

③
平
和
に
関
す
る
決
議

④
緊
急
決
議
:
リ
ベ
リ
ア
の
Ｓ
Ｅ
Ｇ
Ａ
Ｌ

労
働
者
に
対
す
る
攻
撃
を
非
難
す
る

結
語

　

対
面
開
催
と
し
て
は
9
年
ぶ
り
と
な
っ

た
今
大
会
は
、
労
働
組
合
が
グ
ロ
ー
バ
ル

に
連
帯
し
、
国
境
を
越
え
て
共
通
課
題
に

取
り
組
む
意
義
を
あ
ら
た
め
て
確
認
す
る

機
会
と
な
っ
た
。
規
約
改
正
や
ア
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ラ
ン
の
採
択
を
通
じ
て
、
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
オ
ー
ル
は
次
の
4
年
間
に
向
け
て

の
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

マリー会長（手前）からベナー会長へ
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　アジアは長い歴史の中で、植民地支配、

戦争、経済発展、そして急速なグローバル

化という、大きな時代のうねりを経験して

きました。また、民族・宗教・文化・言語

が重層的に交錯しており、私たちは、こう

した世界でも類を見ない複雑さと多様性の

中で、尊厳ある仕事を求めて声を上げ、連

帯を築いてきました。

今、世界の労働運動にとって、「多様性」

「包摂性」「平等」は不可欠な価値となって

おり、まさにアジアはこの価値観の最前線

に立っています。

　今回、世界大会がアジア太平洋地域で初

めて開催されたことは、急成長と課題が交

錯するこの地域の声を国際運動に反映さ

せ、よりバランスの取れた運動への進化を

象徴するものです。先住民族の文化と移民

社会が共存する、多様性と包摂性の象徴的

なオーストラリアで開催される本大会が、

全ての地域の労働者の声をつなぐ場となる

ことを、心から期待しています。また、ア

ジアの労働者も、世界の連帯の中で誇りを

持ってその存在を示せるようにしたいと思

います。

　今、私たちの世界は「分断」と「対立」

に満ちています。民主主義は各地で挑戦を

受け、労働者は、グローバル競争と搾取の

圧力の中で分断されています。「分断」に

勝つためには、「団結」しかありません。

　だからこそ、今大会のテーマ“組織化で

公正な未来を”は、私たちにとって希望で

あり、闘う理由でもあります。団結とは、

異なる声や異なる立場を尊重し、共に立ち

上がる力です。その力こそ、分断を乗り越

え、公正な未来を切り拓く原動力になると、

私は信じています。

　ここから生まれる決意と連帯の力が、す

べての労働者に公正で尊厳ある未来をもた

らすことを確信しています。

　

会
期
中
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

問
題
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
加

盟
組
織
を
擁
す
る
立
場
上
、
緊
張
感
の
あ

る
場
面
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
立
場
や

アクションプラン全文を読みたい方は
https://www.industriall-union.org/action-plan-2025-2029

金子インダストリオール副会長（JCM議長）挨拶要旨

背
景
の
違
い
を
越
え
て
、「
労
働
者
の
権
利

を
守
る
」
と
い
う
共
通
の
目
的
の
も
と
に

冷
静
な
議
論
が
行
わ
れ
、
組
織
と
し
て
の

一
体
性
は
維
持
さ
れ
た
。

J
C
M
に
は
、
主
要
な
加
盟
組
織
と
し

て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
各
国
・
地
域

の
労
働
組
合
と
連
携
を
深
め
、
課
題
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

規約全文を読みたい方は
https://www.industriall-union.org/statutes
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私の経歴
　私の母はシングルマザーでした。生活が苦しく、

できるだけ早く経済的に自立しよう、そして、世界を

より良くするために人生を捧げようと思いました。ま

ず製造系企業の社員として職業訓練を開始、その企

業で労働組合の従業員代表委員に選出されました。

その後アメリカ・シカゴの大学で労使関係を学び、

ジェンダーが研究テーマでした。私は、男女の生活を

改善するためにジェンダー不平等と闘って克服しな

ければならないと強く確信しています。アメリカでの

経験は人種差別、特に黒人に対する構造的に根強い

差別についての私の見解や感受性を方向付けまし

た。

　ドイツに帰国した後、学位を取得し、1997年に役

員として IGメタルに加わりました。2011年には執

行委員会のメンバーになり、キャンペーンとターゲッ

トグループ対策に従事し、女性や実習生、学生、ホワ

イトカラー労働者、移民労働者を IGメタルに勧誘し、

その方々のために平等を促進する仕事をしました。

2015年から2023年までは副会長として、主に

IGメタルの近代化、新規組合員の勧誘、平等方針の

促進に努めました。2023年には IGメタル会長に選

出され、インダストリオール・グローバルユニオンの

欧州地域を代表する副会長に就任しました。

会長としての決意
　私たちは今、非常に困難な時代に直面しています。

多くの国々で右翼の過激派運動が高まっており、彼

らは富裕層やメディア界の大物たち、新興財閥から

資金提供を受けています。彼らの一部は、ソーシャ

ルメディアを不正操作の道具とし、労働組合を弱体

化させて少数者の権利を奪い、民主主義国家を弱体

化させようとしています。私たちは断固としてこのよ

うな動きと闘わなければなりません。

　私たちのビジョンは、連帯に基づく公正かつ持続

可能な仕事の世界を実現し、労働者のニーズと権利

が社会から注目を集めるようにすることです。それを

達成するまでの道のりはまだ遠い状況にあります。

しかし、私たちは戦闘態勢を整えています！組織化

と能力開発を通じて労働組合の力を強化し、生産現

場に強力な労働組合基盤を築くことが労働条件を改

善するためには重要です。

　私は皆さんとともに、多国籍企業のバリューチェ

ーンにおける人権デュー・ディリジェンスの強化、

結社の自由、自由な団体交渉ならびに労働組合員の

参加を求めて闘いたい！

　すべての人に価値がある。だからこそ、女性と平等、

青年層とホワイトカラー労働者、不安定労働者の包

摂に重点的に取り組む必要があるのです。

　私たちは新しいビジョンを描き、新しい道を切り

開く必要があります。皆様とともに、このすべてに

取り組みたいと考えています。ご支援を心からお願

いいたします。

インダストリオール・グローバルユニオン
クリスティアーネ・ベナー新会長挨拶要旨


